NPO広島神楽芸術研究所　2005/02/18

資料1.　（京都府与謝郡加悦町誌）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいかの),大化)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいしん),改新)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かや),加悦)町誌　1974年12月，加悦町誌編纂委員会）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),蘇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(が),我)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),氏)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ものべ),物部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),氏)との対立があったとき、蘇我氏と一族関係にある聖徳太子は、崇仏派によって全国を統一した。

聖徳太子は、6世紀の末から7世紀の初めにかけて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいこ),推古)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(注1)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せっしょう),摂政)である間に、冠位によって身分を定めたり、十七条憲法を制定したり、各氏族の土地、人民を国家の統制のもとに置いて、国内を統一しようとした。また、法隆寺などを建てて仏教の隆盛をはかった。その頃、大陸では隋が天下を統一して、勢力が盛んであったので、太子は遣隋使や留学生を送って、大陸の制度や学問を取入れようとした。

622年(推古天皇30年)聖徳太子がなくなると、再び皇室と蘇我氏とが対立するようになり、太子の計画も成功せずに終わった。そのうちに、大陸では隋が滅びて唐が起こり、一層盛んになった。わが国では引続き遣唐使を送っていた。
蘇我氏の勢力も皇室に並ぶほど強く、二つの対立する勢力は、どちらかへ統一されずにはいなかった。時に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょ),舒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇(注2)の子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかのおおえのおうじ),中大兄皇子)は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかとみのかまたり),中臣鎌足)とはかり、蘇我氏討滅を計画し、蘇我氏傍系のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くらの),倉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やまだの),山田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いしかわ),石川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まろ),麻呂)を味方にした。

645年(大化元年)こうして、蘇我氏追討の策を実行に移し、ここに権勢を誇っていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そがのいるか),蘇我入鹿)を殺し、その一族を滅ぼしてしまった。58p
こうして、天下の政権は皇室の一手に集まり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),孝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とく),徳)天皇(注3)が即位し、初めて年号を定めて大化とし、新政治が始まった。これを大化改新といっている。

ところが、倉山田石川麻呂は、異母弟の日向にざん言され、中大兄皇子に攻められる結果となり、大和国の山田寺で自殺した。しかし、ことの真相はその後に、無実の罪を被ったことが判明し、中大兄皇子が即位してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんじ),天智)天皇(注4)になってから、弟の連子の子孫を〝石川〝の氏とし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおあま),大海人)皇子が即位して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんむ),天武)天皇(注5)になってから、〝朝臣〝の姓を賜ったのである。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),蘇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がのくら),我倉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やまだの),山田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いしかわ),石川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まろ),麻呂)の名は、蘇我氏が支配していた土地の名称から、名づけられたといわれている。
加悦谷では、野田川町石川に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇(注6)を奉祀する大命神社があり、蘇我氏の所領となった。石川並びに同町山田も蘇我氏に関係ある土地で、石川には〝いるかぶし〝(入鹿伏)なる小文名が残っている。これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そがのいるか),蘇我入鹿)が誅滅されたのを、里人が口碑として残したものであろう。
蘇我倉山田石川麻呂の祖は、大和国高市郡の蘇我を本拠とし、河内国南河内郡を流れる〝石川〝付近も所有、ここに、石川宿祢と名乗った。その6世孫倉麻呂の子倉山田石川麻呂が、石川宿祢の旧地を襲名した。それは、南河内郡山田村、ならびに石川村の旧村全域であった。
大和国、河内国の地名が、加悦谷に現存しているのは、蘇我氏の勢力圏が丹後に波及していたことを、如実に物語っているといえる。

聖徳太子の異母弟に、麻呂子皇子(金丸親王または丸子皇王ともいう)があり、用明天皇の妃となった大和国葛城直磐村の女広子が生んだという。当麻公の祖であり、603年(推古天皇11年)弟、来目皇子の後任として、征新羅将軍に任命された。59p
このことは、さきに来目幸治が、602年(推古天皇10年)2月、征新羅将軍に任じられ、国造・半造らの兵25,000人を動員して、筑紫まで出向いたが、6月に至り皇子は病気となり、翌603年2月ついに死去したことから、兄の麻呂子が派遣されたのである。しかるに、7月になって皇子の妻が赤石で病に倒れ、皇子は帰還のやむなきに至った。

こうして、新羅遠征は中止となった。

ところで、626年(推古天皇34年)3月から長雨が降り始め、7月になって晴れ間を見るが、このおよそ100日余の間、社会不安がつのり、各地に盗賊がはびこった。時の推古天皇は皇子に命じ、山陰道の賊征伐を行わせた。

舞鶴市多祢寺西蔵院の縁起に、両丹地方の七仏薬師の伝説について書かれている。それによると、丹後国加佐郡、多祢寺は、密教寺院で、用明天皇2年、麻呂子皇子が創立した。皇子は、与謝郡河守荘三上山に住む、英胡、足軽、土熊の三鬼が人々を害した。そこで鬼退治の将軍に選ばれた。60p
皇子は、葛城直磐村の女広子の生んだ子で、天性雄健にしてあつく仏教を尊崇していた。鬼退治の出発にあたり、仏陀明神の妙力を頼むため、七仏薬師の法を宮中に置いて治め、小さな薬師金剛像一駆を鋳造して、これを身につけ、伊勢神宮に詣で神徳の加護を祈願した。丹後におもむく途中、不意に白犬が現われて皇子に宝鏡を献上する。

これは、開運のきざしであろうと喜んだ。ようやく鬼の窟にたどり着き、首尾よく英胡、足軽の二鬼を殺し、逃げる土熊を追って竹野郡の巌窟に至ったが、遂に見失ってしまった。この時、さきの宝鏡を松の枝に掛けたところ、土熊の姿が歴然とその鏡に映ったので、これも退治することができた。

その後宝鏡を三上山の麓に納めて、大虫明神と名付けた。鬼退治が終わってから、神徳の擁護に報いるため、天照大神の宝殿を竹野郡に造営し、そのかたわらに、皇子の宮殿を建てた。これをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いつ),斉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),大)明神(現在の竹野神社)また仏徳の加護に報いるため、丹後国の七ヵ所に七仏薬師像を安置した。
七仏薬師というのは、加悦荘施薬寺、河守荘清園寺、竹野郡元興寺、竹野郡神宮寺、溝谷荘等楽寺、宿野荘成願寺、白久荘多称寺の諸寺である。
この七体の薬師仏のうち、第一のものは、加悦町山河の赤石ヶ獄の中腹の根本廃寺(後の施薬寺)に奉祀された。その尊像名を「善称吉祥如来像」と称する。58~61p
伝　　説

1自然伝説

大江山の柵　与謝の山河、大江山の頂上に柵が等間隔でつくってある。これは往古、テルテル姫の引き道という、そしてこの柵が湯島まで続いている(城崎のこと)という。

二ツ岩　与謝　○源頼光が大江山の鬼退治のとき、弁当の中に砂が入っていたが、その砂をハシでつまみ捨てた。その時砂は二つに割れ、これが二ツ岩となった。
· 大江山の酒呑童子が、飯の中に入っていた砂を箸でつまみ捨てた、これが二ツ岩。
· 麻呂子親王が大江山の鬼を征伐したとき、鬼が大江山から投げおろしたもの。以上二ツ岩については三つの説がある。520p
2歴史的伝説

土蜘蛛退治　大江山に土くもという山賊が住み、この地域を荒らしていた。土くもとは、穴の中に住みしばしば朝廷の命に服さない未開の民であった。

用明天皇第二王子、麻呂子親王は、この山賊を退治するため丹後へ征討に向かった。親王は、温江から大江山に登り、途中「サガネ」で休憩、その時カブトをとり、ある岩に置く、その後この岩を〝カブト岩〝と称し、現にその地名が残っている。その「サガネ」から「横百合」という土地を経て、休み石のある場所に着いた時、首に鏡を掛けた犬が現われて、山賊の住む巌窟に案内をした。

こうして土蜘蛛は滅ぼされ、大江山がもとの姿になった。犬の現われた場所を〝犬つく〝といっている。523p
注1：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいこ),推古)天皇(第33代天皇　554～628)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きん),欽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇の皇女で、母は大臣蘇我のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いなめ),稲目)の娘、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きたしひめ),堅塩媛)である。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇の同母妹、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すし),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆん),峻)天皇の異母姉にあたる。

推古天皇元年(592)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うまや),厩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),戸)皇子(聖徳太子)を立てて皇太子となし、国政全般を任せた。

注2：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょ),舒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇(第34代天皇　593？～641)
注3：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),孝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とく),徳)天皇(第36代天皇　596？～654)

注4：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんじ),天智)天皇(第38代天皇　626～671)父は後にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょ),舒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇となる田村皇子であり、母は舒明天皇の皇后、さらにのちに即位してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),皇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょく),極)天皇(第35代)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうそ),重祚)して斉明天皇(第37代)となるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たから),宝)皇女である。
注5：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんむ),天武)天皇(第40代天皇　？～686)名を大海人皇子という。父は舒明天皇、母はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),皇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょく),極)天皇(斉明天皇)であるが、生誕の年は不明である。

注6：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めい),明)天皇(第31代天皇　『古事記』にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たちばなの),橘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とよ),豊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)とあり、『日本書紀』にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たちばなの),橘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とよ),豊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すめらみこと),天皇)とみえる。父は欽明天皇であり、母は大臣蘇我のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いなめ),稲目)の娘、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きたしひめ),堅塩媛)である。
1

